
  

 

議 会 運 営 委 員 会 会 議 録 

    

１ 日 時        令和４年６月９日（木） 

   午前１０時５９分～午前１１時２３分 

       

２ 場 所       議会運営委員会室 

    

３ 出 席 委 員       ６名    

   委 員 長 大 友 康 信 副委員長 菅 原 和 子 

   委 員 熊 谷 克 彦 委 員 笹 森  波 

   委 員 千 葉 栄 幸 委 員 荒 川 洋 平 

       

４ 委員外議員  ２名    

   議 長 菊 地  忍 副 議 長 佐々木哲男 

       

５ 欠 席 委 員       な  し    

       

６ 事務局職員  事 務 局 長 大澤   博  

   次長兼議会総務係長 西村  雅裕  

   主幹兼議事調査係長 佐藤  恵子  

      

７ 協 議 事 項    

 付 議 事 件    

 （１） 議会の運営に関する事項について 

   ① 決議案の取扱いについて 
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     午前１０時５９分 開会 

○委員長（大友康信） 出席委員は定足数に達しておりますので、委員会条例

第14条の規定により委員会は成立いたしました。 

 ただいまから議会運営委員会を開催いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の委員会は、お手元に配付の委員会次第書のとおりであります。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 本日の協議に必要な資料の一切をお手元に配付しておりますので、御了承願

います。 

 次に、オブザーバーの及川秀一議員ですが、本日の協議案件の対象議員であ

ることから招集しておりませんことを申し伝えておきます。 

これをもって諸般の報告を終わります。 

 それでは、議事に入ります。 

 決議案の取扱いについてを議題といたします。 

 書記より説明をいたさせます。佐藤係長。 

○書記（佐藤恵子） 説明いたします。 

 まず、提出された決議案について説明いたしますので、別にお配りしており

ます資料１を御覧ください。 

 今回提出されました議会案第５号、及川秀一議員に対する議員辞職勧告決議

ですが、このたびの及川秀一議員の不祥事に関し、去る６月８日の会派代表者

会議において議員辞職勧告決議案の提出が、全会派同意のもと決定し、各会派

代表者の賛成により、副議長が提出者となって本日議長宛てに提出されたもの

です。 

 それでは、決議案の内容について朗読いたします。 

及川秀一議員に対する議員辞職勧告決議（案） 

本市議会が制定した名取市議会議員の政治倫理に関する条例の前文には「議

員は、公職者としての深い見識と高い倫理により、自らを律する政治倫理基準

に基づき、誇りと自信をもって市政を担い、常に自らの活動及び行動を説明で

きる立場を保持するとともに、その責任を有する」とある。 

及川秀一議員について、本条例で規定する政治倫理基準に違反する疑いがあ
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るとして、市民から令和４年４月 27日付で調査請求がなされた。政治倫理調査

会での審査結果は、及川秀一議員が市議会議員であることを表明したＳＮＳに

おいて、一部誤った内容並びに誤解を生じさせかねない投稿を繰り返し投稿し

たことや、内容や必要性を熟考しないまま調査請求者の出店先へ営業妨害とな

りうるメールをしたこと、また、調査請求者が説明責任遂行請求により説明を

求めたが、誠意ある対応がなされなかったという調査請求の事案の内容は、い

ずれの項目も事実であると認定した。調査請求者は取引先の信用を落とし、精

神的、金銭的に影響を及ぼしていることも推察しうる内容であり、本条例第７

条第３項で定める政治倫理基準に違反するとの結論に至ったものである。 

その後、政治倫理調査会の報告に基づき、議長から及川秀一議員に対し、調

査請求者に対する謝罪、ＳＮＳに掲載した商標法の間違った内容の訂正とＳＮ

Ｓでの謝罪文の掲載、さらに一連の行為の重大さを真摯に受け止め、謝罪文を

議長に提出するとともに本会議場にて謝罪することなど、講じるべき措置を求

めた。これに対し、及川秀一議員から提出された上申書は、謝罪の予定はない、

訂正と謝罪文をＳＮＳに掲載する予定はないなど、議長が求めた措置の内容を

全て拒否するものであり、実行する意思はないものとなっている。 

 及川秀一議員の行為は、市民から負託を受ける議会の議員として著しく資質

を欠くものであり、議員としてあるまじき行為であることから、全会派の総意

として議員辞職勧告決議案の提出やむなしの結論に達したものである。 

よって、及川秀一議員に対する議員辞職勧告決議案を提出し、市議会議員の

職を辞するよう勧告する。 

令和  年  月  日 

宮城県名取市議会  

次に、取扱い案について御説明いたしますので、次第書を御覧願います。 

 取扱いの案ですが、まずは、ア 議会案第５号の議案書については、この休

憩中に議席へ配付といたします。 

次に、イ 議会運営委員会終了後本会議を再開いたしまして、議会案第５号

の日程追加を簡易採決により決定し、追加日程第１として直ちに議題といたし

ます。 

次に、ウ 当該議員は地方自治法第117条により除斥となりますので、退席
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を求めます。 

次に、エ 提出者から提案理由の説明を求め、質疑及び委員会付託は省略し

ます。 

次に、オ 当該議員から議長に対し、地方自治法第117条のただし書の規定

により、会議に出席し発言したいとの申出がありますので、当該議員の会議へ

の出席並びに発言の同意について、簡易採決により決定し、退席を解き発言を

許可します。 

次に、カ 当該議員に改めて退席を求めます。 

次に、キ 討論の後、採決を行います。採決は起立採決により行い、過半数

議決となります。 

この決議案については、特に地方自治法の定めはなく一般の決議の取扱いと

同様ですので、過半数議決となります。採決の方法については、簡易採決、起

立採決、それから投票による採決の３種類があります。名取市議会運営等に関

する申し合わせ事項の中で、決議案等議会案については議運において協議し、

全会一致を原則として上程するものとするという申合せがあります。今回につ

いては、会派代表者会議で全会派同意のもと提出された決議案ですので、本来

であれば簡易採決という考え方もありますけれども、身分にかかわるものとい

うことでありますので、起立採決が適当かということでの御提案です。 

 決議案の取扱いについての説明は以上です。 

○委員長（大友康信） ただいま決議案の取扱いについて説明をいたさせま

したが、御意見等がありましたらお伺いいたします。熊谷克彦委員。 

○委員（熊谷克彦） この決議案の内容について、会派代表者の方々は、

今、初めて見ているのでしょうか。これからということであれば、少々時間

を頂いたほうがよいのではないでしょうか。それから、当該議員が発言をす

るといった取扱いについても、時間を頂いて会派内で確認を行った上で、本

会議に臨んだほうがよいのではないでしょうか。 

○委員長（大友康信） 議長。 

○議長（菊地 忍） 決議案文については、本日お示ししておりますので、

本会議の開始時間については考慮したいと思います。 

 なお、議員辞職勧告決議についてはこれまでも先例がありますが、いずれ
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も本人が欠席していたため、オについては今回が初めての取扱いとなりま

す。 

 当該議員が発言することの同意について、簡易採決で決定することを議長

において宣告しますので、簡易採決で決定することに異議の申出があった場

合は、４人以上の異議があれば、起立採決を行い、起立する議員が少なけれ

ば発言が認められないこととなります。 

○委員長（大友康信） 荒川洋平委員。 

○委員（荒川洋平） 異議ありだけで、理由を述べる必要はないですか。 

○委員長（大友康信） 議長。 

○議長（菊地 忍） 理由はいりません。そのことも含めて会派内で再開前

に確認いただければと思います。 

○委員長（大友康信） 佐藤係長。 

○事務局（佐藤恵子） ただいま議長より説明がありましたが、今回は当該

議員の出席がある場合ということで、取扱い案のウ、オ及びカが初めての取

扱いとなります。次第書の下に参考として、地方自治法第117条を掲載してお

ります。普通地方公共団体の議会の議員は、自己の一身上に関する事件につ

いては、その議事に参与することができない。これによりウとカで退席して

いただきます。このあとにただし書が続いており、議会の同意があったとき

は、会議に出席し、発言することができるという、出来る規定があり、本人

からの申出もありましたので、今回のような流れとなっていることを、補足

させていただきます。 

○委員長（大友康信） 熊谷克彦委員。 

○委員（熊谷克彦） 簡易採決に異議ありとなった場合の流れを、もう一度

御説明お願いします。 

○委員長（大友康信） 議長。 

○議長（菊地 忍） 議長の口述で説明します。例えば議長に対し「異議あ

り」という方がいた場合「ただいまの議長の宣告に対し、異議があります。

この場合の異議の申立ては、会議規則第73条の規定により、４人以上を必要

といたします。よって、異議ある議員の起立を求めます。」という宣告に、

４人以上の起立があれば「起立４人以上でありますので異議の申立てが成立
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いたしました。」という流れとなり、簡易採決ではなく、改めて起立採決に

より進めるということになります。 

○委員長（大友康信） 菅原和子委員。 

○委員（菅原和子） 立ったり座ったりと動きが複雑になるので、間違って

立ったり座ったりしないよう、分かりやすく進める必要があると思います。 

○委員長（大友康信） 暫時休憩いたします。 

     午前１１時１１分 休憩 

                                    

【休憩中の協議概要】 

・取扱い（案）のオの当該議員の出席並びに発言の同意については、最初か

ら簡易採決ではなく、起立採決により決定することとする。 

・本会議再開は１１時４５分の予定とする。 

                                    

     午前１１時２２分 再開 

○委員長（大友康信） 再開いたします。 

 お諮りいたします。決議案の取扱いについては、休憩中の協議のとおり、オ

の当該議員の出席並びに発言の同意については、起立採決により決定すること

に御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（大友康信） 御異議なしと認めます。よって、決議案の取扱いにつ

いてはそのように決定いたしました。 

 以上で本日の議題は全て終了いたしました。 

 これをもって本日の議会運営委員会を終了いたします。 

 大変お疲れさまでした。 

 

     午前１１時２３分 散会 

 

令和４年６月９日 

 議会運営委員会 

  委員長 大 友 康 信 


